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まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

笠
置
保
育
所
運
動
会

　

10
月
2
日
（
土
）
西

部
多
目
的
広
場
で
運
動

会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
今
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
ち
な
み
、
手

作
り
の
聖
火
を
持
っ
て

入
場
し
ま
し
た
。
雲
一

つ
な
い
青
空
の
下
、
保

護
者
や
地
域
の
み
な
さ

ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

元
気
に
入
場
し
「
み
ん

な　

な
か
よ
し
」
の
聖

火
台
に
点
灯
し
ま
し
た
。

か
け
っ
こ
、
ポ
ン
ポ
ン

を
持
っ
て
踊
る
ダ
ン
ス
、

3
歳
児
か
ら
の
鳴
子
踊

り
、
心
を
ひ
と
つ
に
打

ち
鳴
ら
す
4
・
5
歳
児

の
太
鼓
な
ど
、
一
生
懸

命
走
っ
た
り
踊
っ
た
り

す
る
姿
に
声
援
や
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
や
り
遂
げ

た
子
ど
も
た
ち
は
晴
れ

や
か
な
笑
顔
で
「
運
動

会
楽
し
か
っ
た
ね
！
」

と
、
ご
ほ
う
び
に
貰
っ

た
メ
ダ
ル
を
友
達
と
見

せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

 

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

宇
治
茶
L
O
V
E
茶
会

in 

和
束
町
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

京
都
府
と
京
都
文
教
大
学
地
域
協
働
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
宇
治
茶
の
文
化
的
景
観
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
10
月
9

日
（
土
）
10
時
か
ら
「
て
ら
す
和
豆
香
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

宇
治
茶
の
文
化
的
景
観
の
魅
力
と
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
い

て
、
和
束
町
の
景
観
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
藤
井
孝

夫
氏
と
山
口
敬
太
氏
が
講
演
さ
れ
た
後
、
和
束
茶
の
生
産
者

や
和
束
町
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
加
わ
り
、
茶
業
の
継
承
に
関

わ
る
課
題
や
可
能
性
、
景
観
を
支
え
る
人
々
の
暮
ら
し
、
文

化
的
景
観
の
意
義
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
に
お
い
て
、
宇
治
茶
世

界
文
化
遺
産
登
録
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
主
催
に
よ
る

「
宇
治
茶
L
O
V
E
茶
会
」
が
実
施
さ
れ
、
茶
業
青
年
団
に

よ
る
お
茶
の
飲
み
比
べ

体
験
や
、
和
紅
茶
、
フ

レ
ー
バ
ー
テ
ィ
、
茶
殻

を
活
用
し
た
料
理
講
座

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

を
通
じ
て
約
1
0
0

人
の
方
が
参
加
さ
れ
、

「
講
師
の
方
の
お
話
を

聞
き
な
が
ら
お
茶
を
飲

め
て
楽
し
め
た
。
」
な

ど
の
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
町
の
魅
力

を
味
わ
い
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

西
宮
阪
急

 「
お
茶
の
あ
る
h
i
to
t
o
k
i
」

村
の
魅
力
を
演
出

　

10
月
6
日
（
水
）
か
ら
の
7
日
間
、
「
お
茶
の
あ
る

h
i
t
o
t
o
k
i 

京
都
・
南
山
城
村
」
が
西
宮
阪
急
ト
ッ

プ
ス
テ
ー
ジ
で
開
か
れ
、
特
産
の
お
茶
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る

暮
ら
し
の
道
具
が
並
び
ま
し
た
。

　

主
催
は
「
山
の
テ
ー
ブ

ル
」
と
「
道
の
駅
お
茶
の
京

都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」

で
、
販
売
の
ほ
か
、
村
の
暮

ら
し
ト
ー
ク
、
茶
農
家
の
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
茶
農
家
に

よ
る
お
茶
の
飲
み
比
べ
体
験

も
あ
り
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

「
山
の
テ
ー
ブ
ル
」
の
對た

い

中な
か

さ
ん
は
、
「
『
こ
こ
で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
一

番
感
動
し
た
』
と
い
う
方
や
、

期
間
中
何
度
も
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
方
な
ど
、
気
に
入

っ
て
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い

限
り
。
お
茶
の
売
上
も
良
く
、

ま
た
出
店
し
た
い
。
」
と
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
南
山
城
村
を
知
っ
た

方
も
多
く
、
村
に
行
っ
て
み

た
い
と
い
う
声
も
多
く
聞
か

れ
た
そ
う
。
新
た
な
村
フ
ァ

ン
や
村
の
お
茶
フ
ァ
ン
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

秋の山里を装った
ディスプレイが好評

道の駅オリジナル商品や
茶農家こだわりのお茶が並ぶ

お茶の飲み比べ体験のようす
ここでしか聞けない話も楽しい
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３小学校運動会!!
　９月25日（土）、コロナ対策に向けたさまざまな
工夫のもと、笠置小学校・和束小学校・南山城小学校
でそれぞれ運動会が開かれました。天候にも恵まれ、
子どもたちはこの日のために練習してきた成果を、家

族や地域のみなさんに見てもらおうと演技や競技に一
生懸命取り組んでいました。子どもたちのひたむきな
姿は、見ている人に大きな感動を与えました。

管内小学校臨海学習
　10月３日（日）〜４日（月）に笠置小
学校、和束小学校および南山城小学校の５
年生が、福井県の小浜へ臨海学習に行きま
した。
　天候にも恵まれ、児童は組立いかだやカ
ッターに初めて挑戦しました。まさに海体
験です。夜にはキャンプファイヤーで友達
との親睦を深め、楽しい臨海学習になりま
した。

笠置中学校・和束中学校修学旅行
　10月７日（木）～９日（土）に笠置中学校の３年生が石川方面
に、10月10日（日）～12日（火）に和束中学校の３年生が長崎方
面へ修学旅行に行きました。本来ならば、１学期に実施する予定
でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、この時期に
万全の感染症対策を講じ実施しました。
　さわやかな秋空のもと、金沢の兼六園や長崎のオランダ物産館
などを楽しみ、思い出深い修学旅行になりました。
　いつもとは異なる環境の中での集団行動やグループ活動を通し、
クラスの仲間との絆を深めるいい機会になりました。

教育

みんな元気に、

笠置中学校

和束中学校

笠置小学校 和束小学校 南山城小学校
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

第２期 伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン（中間案）
パブリックコメントの募集について（笠置町・南山城村）

　笠置町、南山城村では、三重県伊賀市・奈良県山添
村との間で、伊賀・山城南・東大和地域への定住を促
進するため、それぞれの自治体と定住自立圏域形成協
定を締結し、計画期間内の具体的な連携事業について
まとめた「共生ビジョン」に基づき、医療、産業振興、
公共交通などの連携事業に取り組んでいます。現共
生ビジョンは、2021（令和３）年度で計画期間が終
了することから、現在2022（令和４）年度から2026
（令和８）年度までを計画期間とする次期共生ビジョ
ンの策定を進めています。
　今回、伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョ
ン（中間案）を取りまとめましたので、住民のみなさ
んのご意見を募集します。

募集期間　10月20日（水）～11月22日（月）
　　　　　※�11月22日（月）については、午後５時

15分必着
募集内容　�第２期伊賀・山城南・東大和定住自立圏共

生ビジョン（中間案）に対するご意見
周知方法　�広報れんけい11月号、笠置町防災行政無

線、南山城村防災行政無線、各町村ホーム
ページ

閲覧方法　�笠置町総務財政課、南山城村企画政策課に
ある資料または各町村ホームページをご覧
ください。

提出方法　�住所・氏名・電話番号・意見の件名を記入
し、ご意見（「該当箇所」とそれに対する
「意見内容」）を記載の上、郵送・ファッ
クス・Ｅメール・持参のいずれかで提出し
てください。

　　　　　※�持参される場合は、笠置町総務財政課、
南山城村企画政策課で受付けます。

提出先・問合せ
　笠置町総務財政課
　〒619-1303 笠置町大字笠置小字西通90番地１
　　☎0743・95・2301（代表）
　　FAX0743・95・2333
　　 soumuzaisei@town.kasagi.lg.jp
　南山城村企画政策課
　〒619-1411 南山城村大字北大河原小字久保14番地１
　　☎0743・93・0130（直通）
　　FAX0743・93・0444
　　 d_kikaku＠vill.minamiyamashiro.lg.jp

 「税を考える週間」
小学生の絵画展（３町村）
　11月11日（木）～17日（水）は「税を考える週
間」です。笠置町・和束町・南山城村では、この期間
中に「税金でつくられているもの」をテーマに小学生
の絵画展をおこないます。
展示期間　11月11日（木）～17日（水）
展示場所　笠 置 町　笠置町産業振興会館
　　　　和 束 町　和束町役場住民ホール
　　　　南山城村　南山城村文化会館
　　　　　　　　　（やまなみホール）
問合せ　笠置町税住民課　☎0743・95・2302
　　　　和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）
　　　　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）
※「税を考える週間」については、
　国税庁ホームページ
　（https://www.nta.go.jp/）を
　ご覧ください。

令和４年度 京都府山城教育局管内
小・中学校講師登録会
　京都府山城教育局では、11月22日（月）、24日
（水）～26日（金）に講師登録会を開きます。
　いずれの日も午後１時～、午後２時～、午後３時～、
午後４時～の間隔で４回実施します。
　来年度に小・中学校での講師をご希望の方は、事前
に電話でお申し込みの上、指定の講師登録票または会
計年度任用職員申込書を山城教育局までご持参くださ
い。
　講師登録票は山城教育局、広域連合教育委員会にご
用意しているほか、局ホームページからもダウンロー
ドできます。
　開催期間以降も、講師登録は随時受付けております。

問合せ　京都府山城教育局　学務課
　　　　（京都府京田辺市田辺明田１）
　　　　　☎0774・62・0274

京都府巡回相談員による出張相談会を開催します（和束町）
　コロナ禍で離職を余儀なくされた方、シフトが減っ
たこと等によって減収となった方、転職をお考えにな
っている方などが対象の就労相談です。
　京都ジョブパーク （マザーズジョブカフェなど） 
やハローワークといった支援機関で受けられるサポー
トをご案内します。
　「はたらく」ための一歩、お気軽にご相談ください。

日　時　11月19日（金）午前９時30分～11時30分
場　所　和束町役場２階　商工会館研修室
問合せ　京都府 商工労働観光部 雇用推進室
　　　　　☎075・682・8913
　　　　和束町人権啓発課（人権ふれあいセンター内）
　　　　　☎0774・78・3488
※�12月以降も毎月開催する予定です。今後の日程については、 
「おしらせ」のページに掲載しますのでご確認ください。
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今
回
は
子
ど
も
に
よ
く
あ
る
皮
膚
感

染
症
の
症
状
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

〈
伝
染
性
膿
痂
疹
（
と
び
ひ
）〉

　

虫
さ
さ
れ
、
あ
せ
も
、
湿
疹
な
ど
を

か
き
や
ぶ
っ
た
部
位
に
黄
色
ぶ
ど
う
球

菌
と
い
う
細
菌
が
繁
殖
し
、
び
ら
ん

（
皮
膚
が
ず
る
っ
と
め
く
れ
た
状
態
）

や
水
ぶ
く
れ
が
体
中
に
広
が
る
病
気
で

す
。
抗
生
物
質
の
内
服
と
外
用
で
治
療

し
ま
す
。
患
部
を
ガ
ー
ゼ
や
絆
創
膏
で

き
ち
ん
と
覆
う
と
1
週
間
以
内
に
治
り

ま
す
。
た
だ
、
耐
性
菌
と
呼
ば
れ
る
抗

生
物
質
の
効
き
に
く
い
細
菌
で
生
じ
た

場
合
は
、
飲
み
薬
の
変
更
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
伝
染
性
軟
属
腫
（
み
ず
い
ぼ
）〉

　

伝
染
性
軟
属
腫
は
軟
属
腫
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
生
じ
る
小
さ
い
柔
ら

か
い
イ
ボ
で
す
。
幼
小
児
の
体
の
柔
ら

か
い
部
位
に
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
数

十
個
程
度
ま
で
増
え
る
こ
と
も
稀
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
は
、
以
前
は
水
イ

ボ
用
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
摘
除
し
て
い
ま

し
た
が
、
か
な
り
痛
み
を
と
も
な
い
ま

す
の
で
、
最
近
は
治
療
を
せ
ず
に
様
子

を
見
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
小
学
校
の
高
学
年
頃
ま
で

に
は
自
然
治
癒
が
起
こ
る
こ
と
、
プ
ー

ル
で
病
気
が
拡
が
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
受
診
時
は
年
齢
、

性
格
、
親
御
さ
ん
の
希
望
な
ど
も
考
慮

し
、
処
置
を
お
こ
な
う
か
を
決
め
て
い

ま
す
。
局
所
麻
酔
テ
ー
プ
を
貼
る
と
痛

み
は
緩
和
さ
れ
ま
す
が
、
効
果
が
で
る

ま
で
に
1
時
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

〈
伝
染
性
疣
贅
（
ウ
イ
ル
ス
性
い
ぼ
）〉

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
る
イ
ボ
で
す
。
子
ど
も
に
で
き
た

足
底
の
た
こ
や
魚
の
目
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ウ
ィ
ル
ス
性
イ
ボ

で
す
。
液
体
窒
素
に
よ
る
冷
凍
凝
固
療

法
と
い
う
治
療
を
1
〜
2
週
間
に
1
回

の
ペ
ー
ス
で
お
こ
な
い
ま
す
。
イ
ボ
を

カ
ミ
ソ
リ
で
削
っ
た
り
、
サ
リ
チ
ル
酸

ワ
セ
リ
ン
や
ス
ピ
ー
ル
膏
な
ど
を
用
い

て
硬
く
な
っ
た
部
分
を
剥
が
し
や
す
く

し
て
か
ら
治
療
を
お
こ
な
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
ク
イ
ニ
ン
と
い
う

漢
方
薬
を
内
服
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
性
イ
ボ
は
治
る
ま
で
に

か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
た
め
根
気
が

必
要
で
す
。

松
吉
皮
膚
科
（
木
津
川
市
）

松
吉
徳
久

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
8080  

こ
ど
も
の
皮
膚
感
染
症

こ
ど
も
の
皮
膚
感
染
症

献血にご協力ください（笠置町・南山城村）
実施日　11月25日（木）
受付時間と場所　午前10時15分〜正午	 本郷コミュニティセンター
　　　　　　　　午後２時〜４時　	 笠置いこいの館
献血できる方
　男性：17歳から69歳まで　女性：18歳から69歳まで
　男女とも体重50㎏以上の方
　※�65歳以上の方については60歳から64歳までに献血をされた方に限ります。
　※�患者や献血者の安全を確保するため、献血をお断りすることがあります。
持ち物　�運転免許証、献血カードなど本人確認ができるもの
問合せ　笠 置 町 保 健 福 祉 課　☎0743・95・2302
　　　　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）

出張がん個別相談
　『がんと診断されて頭が真っ白』
『誰かに話を聞いてもらいたい』な
ど、がんに関わるさまざまな相談を
お受けする窓口として、京都府山城
南保健所にて出張相談をおこないま
すのでご利用ください。
日　時　12月７日（火）
　　　　　�いずれも午後１時30分

〜３時30分
場　所　京都府山城南保健所
相談員　�京都府がん総合相談支援セ

ンターの保健師または看護
師

相談料　無料
予　約　�実施日の前日午後4時まで

に下記フリーダイヤルへお
申し込みください。

　　　　�京都府がん総合相談支援セ
ンター

　　　　（�京都市南区東九条下殿田
町43メルクリオ京都２階）

　　　　 0120・078・394
　　　　　（フリーダイヤル）
※�京都府がん総合相談支援センター

では電話および対面相談を、月～金
（祝日・年末年始を除く）の午前９時
～正午、午後１時～４時に実施してい
ますので、こちらもご利用ください。

保健・福祉

令和３年12月から相楽休日応急診療所は 予約制 になります
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、令和３年12
月５日（日）から当分の間、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約制と
し、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付
できない場合があります。　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）�☎0774・73・9988（直通）

12月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
12月  5日（日） 小児科 26日（日） 内科・小児科

12日（日） 内科 31日（金） 内科・小児科
19日（日） 小児科

※11月分については広報れんけい10月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都
山城総合医療センターを紹介する場合
があります。
受診前には電話でお問合せください。
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

❶
「
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を
!
」

　
　

�　

指
名
手
配
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
・
傷

害
・
窃
盗
・
詐
欺
な
ど
の
事
件
に
関
し
て
全
国
に
手
配
し
、
再
び
犯
行
を
お
こ

な
わ
せ
な
い
よ
う
捜
査
活
動
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
警
察
で
は
11
月
中
を

捜
査
強
化
月
間
と
し
て
、
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
指
名
手
配
被
疑
者
を
選
定
し
、

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
を
早
期
に
検
挙
す
る
た
め
に
も

「
よ
く
似
た
人
を
み
か
け
た
」
な
ど
、
ど
ん
な
僅
か
な
情
報
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❷
「
巡
回
連
絡
に
ご
協
力
を
!
」

　
　

巡
回
連
絡
と
は
、
…

　
　
　

交
番
や
駐
在
所
の
警
察
官
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
や
会
社
等
を
訪
問
し
、

　
　
　
　
　

・
付
近
で
発
生
し
て
い
る
犯
罪
や
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　

・
被
害
防
止
等
に
関
す
る
防
犯
上
の
注
意
事
項

　
　

�

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
困
り
ご
と
や
要
望
等
を
伺
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

巡
回
連
絡
の
際
に
は
、
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❸
「
犯
罪
被
害
者
支
援
に
ご
協
力
を
」

　
　

�　

11
月
25
日
（
木
）
〜
12
月
1
日
（
水
）
ま
で
の
1
週
間
は
、
「
犯
罪
被
害
者

週
間
」
で
す
。

　
　

�　

あ
る
日
突
然
、
何
の
落
ち
度
も
な
い
の
に
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、
命
を
落

と
し
た
り
、
傷
害
を
負
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
　

�　

犯
罪
に
よ
る
被
害
と
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
被
害
者
が
傷
つ
く
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
、
そ
の
ご
家
族
・
ご
遺
族
は
、
そ
の
後
の
生
活
の

中
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
　

�　

あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
大
切
な
方
が
、
も
し
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
と
し
た
ら
…
。

　
　

�　

犯
罪
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
へ
の
理
解
と
支
援
の
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

11
月
9
日（
火
）〜
11
月
15
日（
月
）は

 「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊

い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

�
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

・�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣

類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

常
に
確
保
し
備
え
て
お
く
。

・�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
お
こ
な
う
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合

　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
‐
75
‐
1
3
8
1

指名手配サイト
ＱＲコード

出典：消防庁
　　　ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/）
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講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

11
月
13
日
（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　

師　

菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

�

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
和
束
町
の
方
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
お
裁
縫
体
験
教
室
』

　

帆
布
生
地
で
「
持
つ
」
「
か
け
る
」
「
背
負

う
」
の
３
w
a
y
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
ょ
う

実
施
日　

11
月
30
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

�

畑　

紀
子
さ
ん

対
象
者　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

2
0
0
0
円
程
度

持
ち
物　

�

裁
縫
道
具
一
式
、

筆
記
用
具
、
ミ
シ

ン
、
14
号
針
、
ボ
ビ
ン

　
　
　
　

※�

布
お
よ
び
糸
は
こ
ち
ら
で
用
意
し

ま
す
。

定　

員　

�

先
着
６
人
（
ミ
シ
ン
は
2
台
ま
で
貸

出
可
能
）

申
込
期
間　

11
月
8
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

　
　
　
　
（�

申
込
時
、紺
・ベ
ー
ジ
ュ・
オ
レ
ン
ジ

い
ず
れ
か
の
色
指
定
を
願
い
ま
す
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

心
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
事
業

 『
ヨ
ガ
教
室
』

実
施
日　

12
月
11
日
（
土
）

時　

間　

午
前
11
時
30
分
〜
12
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
2
階
ホ
ー
ル

講　

師　

小
島　

智
子
さ
ん

対
象
者　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
名
ま
で

申
込
期
間　

11
月
18
日
（
水
）
〜
26
日
（
金
）

参
加
費
用　

1
0
0
円

持
ち
物　

�

タ
オ
ル
・
水
筒
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

大
判
バ
ス
タ
オ
ル・
動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
お
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
』

実 

施 

日　

12
月
21
日
（
火
）

場
所
・
時
間　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

　
　
　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時

講　

師　

勝
田　

智
子
さ
ん

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着　

各
10
名
ま
で

申
込
期
間　

11
月
18
日
（
木
）
〜
30
日
（
火
）

参
加
費
用　

1
7
0
0
円

持
ち
物　

�

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り

箸

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

 『
整
理
収
納
講
座
』

テ
ー
マ

　
第
1
回
“�

使
い
易
い
　
押
入
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
収
納
術
”

　
第
2
回�

“�

使
い
易
い
　
キ
ッ
チ
ン
・
冷
蔵
庫

収
納
術
”

実
施
日　

第
1
回　
　

11
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

第
2
回　
　

12
月
10
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

�

上
村　

裕
美
子
さ
ん
（
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
関
西
第
7
代
会

長
）

対
象
者　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
20
名
ま
で

申
込
期
間　

11
月
8
日
（
月
）
〜
17
日
（
水
）

参
加
費
用　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
の
英
会
話
教
室

和
束
町
＆
南
山
城
村
教
室
合
同

 『
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
』

実
施
日　

12
月
15
日
（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
先
生

　
　
　
　

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
先
生

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費　

3
0
0
円
（
お
菓
子
・
飲
み
物
代
）

持
ち
物　

�

筆
記
用
具
・
5
0
0
円
程
度
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
お
こ

な
い
ま
す
。
）

定　

員　

先
着
15
名
ま
で

申
込
期
間　

�

11
月
24
日（
水
）～
12
月
10
日（
金
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方　

※
保
護
者
同
伴
で
あ

れ
ば
小
・
中
学
生
も
可

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　

11
月
11
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

笠
置
町
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　

師　

西
垣　

喜
美
代
さ
ん

in
fo

rm
ation

おしらせ
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問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

※�
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

催
し

 

桑
原
征
平
さ
ん
講
演
会

 「
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
豊
か

に
暮
ら
す
た
め
に
」

日　

時　

12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

講　

師　

�

桑
原
征
平
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
、
種
智
院
大
学
客
員
教
授
）

内　

容　

�

「
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
豊
か
に

暮
ら
す
た
め
に
」

定　

員　

�

1
0
0
人
（
定
員
を
超
え
る
申
込
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

�

11
月
4
日
（
木
）
午
前
9
時
〜
11
月

24
日
（
水
）
午
後
5
時
ま
で
に
、
厚

生
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
（
一
財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
1

　
　
　
　
　

HP�https://www.kyoto-koseikai.or.jp

informationおしらせ

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 『
中
・
園
・
門
前
・
原
山
の
歴
史
』

写
真
展
示
の
案
内

期　

間　

11
月
9
日
（
火
）
～
19
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
中
・
園
・
門
前
・
原
山
の
歴
史
」

内　

容

　

�　

今
回
は
、
中
・
園
・
門
前
・
原
山
に
つ
い

て
、
大
杉
古
墳
の
人
物
埴
輪
、
江
戸
時
代
や

明
治
期
の
絵
図
や
古
文
書
、
門
前
小
学
校
・

東
和
束
小
学
校
、
和
束
天
満
宮
な
ど
が
わ
か

る
資
料
の
写
真
展
示
を
い
た
し
ま
す
。
役
場

に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

募
集

J
R
関
西
本
線（
加
茂
以
東
）

沿
線
地
域
公
共
交
通
懇
談
会
 『

乗
っ
て
み
た
く
な
る

 

町
村
の
公
共
交
通
を
考
え
よ
う
』

　

相
楽
東
部
3
町
村
の
新
た
な
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
地

域
懇
談
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

１
．
和
束
町
に
お
住
い
の
方

実
施
日　

11
月
19
日
（
金
）

時　

間　

午
後
7
時
～
9
時

対　

象　

�

和
束
町
に
在
住
の
方
（
中
学
生
以
下

の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

場　

所　

�

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル

申
込
方
法　

�

11
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
①
氏
名

（
漢
字
・
フ
リ
ガ
ナ
）
・
②
電
話
番

号
・
③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
電
話
・

郵
送
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
78
・
2
7
9
9

　
　
　
　
　

soum
u@
tow
n.w
azuka.lg.jpQＲコードからも

アクセスできます。

２
．
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住
い
の
方

実
施
日　

11
月
27
日
（
土
）

時　

間　

午
後
２
時
～
４
時

対　

象　

�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
方

（
中
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

申
込
方
法　

�

11
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
①
氏
名

（
漢
字
・
フ
リ
ガ
ナ
）
・
②
電
話
番

号
・
③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
電
話
・

郵
送
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
申
込
み

問
合
せ　

・
笠
置
町
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
4
3
・
95
・
2
3
3
3

　
　
　
　
　

kankou@
tow
n.kasagi.lg.jp

　
　
　
　

・
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

　
　
　
　
　

FAX
0
7
4
3
・
93
・
3
0
3
0

　
　
　
　
　

�d_soum
u@
vill.

m
inam

iyam
ashiro.lg.jp

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

11
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
3
階

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

�

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ
び

南
山
城
村
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤

務
者（
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募
集
人
員　

�

6
名
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

�

11
月
5
日
（
金
）
〜
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
、

日
、
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・�

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・�

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
す
が
、
感
冒
様
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

82021.11◦第188号 広報  



in
fo

rm
ation

おしらせ

に
じ
っ
こ
・
城
陽

　

子
ど
も
の
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
…
と
不
安
に

思
っ
て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
。

　

聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
も
す
く
す
く
育
つ
場

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」
で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

11
月
13
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

12
月
11
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

対
象
者　

・�

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・�

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

�n
a
n
b
u
-n
a
n
c
h
o
y
o
ji@

kyoto-chogen.or.jp

QＲコードからも
アクセスできます。

京
都
府
立
農
業
大
学
校

令
和
４
年
度
学
生
募
集

　

京
都
府
立
農
業
大
学
校
は
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
京
都
府
内
の
農
業
の
担
い
手
、
農
業
後

継
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
や
お

茶
な
ど
の
生
産
技
術
を
学
び
、
府
内
で
農
業
に

従
事
し
た
い
意
欲
の
あ
る
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
京
都
府
立
農
業
大
学

校
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

　
一
般
入
学
試
験
（
前
期
）

　
　

�

令
和
３
年
11
月
29
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　

12
月
13
日（
月
）

　
一
般
入
学
試
験
（
後
期
）

　
　

�

令
和
４
年
1
月
21
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　

２
月
2
日（
水
）

問
合
せ　

京
都
府
立
農
業
大
学
校　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
2

相
談

※�
以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
16
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時

場　

所　

�

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
）�

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
2
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

�

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

�

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
11
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

11
月
16
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

11
月
17
日（
水
）

東
部
区
集
会
所

11
月
26
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

11
月
17
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
19
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

11
月
26
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会　
　
　
　
　
　
　

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

11
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（�

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料	

問
合
せ　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　

「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
」
「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取

り
に
く
く
な
っ
た
。
」
「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
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informationおしらせ

令和３年度自衛官募集案内
募集種目および試験期日等

種　目 受付期間 試験期日 資　格

自衛官
候補生

男子 年間を通じておこなって
います。 受付時におしらせします。※

18歳以上33歳未満の者（32歳の者は、採用予定
月の１日から起算して３月に達する日の翌月の
末日現在、33歳に達していない者）女子

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒

推薦
令和３年 11月１日（月）

～
　　　　 12月３日（金）

令和４年１月８日（土）
～

　　　　１月11日（火）
（いずれか１日を指定されます。）

男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校長が推
薦できる者

一般
令和３年 11月１日（月）

～
令和４年 １月14日（金）

1次 	 令和４年
	 １月22日（土）・23日（日）

（いずれか1 日を指定されます。）
2次 	 令和４年２月５日（土）

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

貸費学生 技術
令和３年 10月１日（金）

～
令和４年 １月14日（金）

令和４年１月29日（土）
大学の理学部、工学部※の３・４年次または大
学院（専門職大学院を除く。）修士課程在学（正
規の修業年限を終わる年の４月１日現在で26歳
未満（大学院修士課程在学者は28歳未満））

詳細につきましては、下記に確認してください。
受付および問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38　　　　　  ☎075・803・0821
　　HP https://www. mod.go.jp/pco/kyoto/　  recruit1-kyoto＠pco.mod.go.jp
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５ S・C OKUBO202号室　☎0774・44・7139
　　  kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp
　⑶ア.笠置町総務財政課　相楽郡笠置町西通90―１	 　　☎0743・95・2301（代表）
　　イ.和 束 町 総 務 課　相楽郡和束町釜塚生水14―２	 　　☎0774・78・3001（直通）
　　ウ.南山城村総務財政課　相楽郡南山城村北大河原久保14―１	 ☎0743・93・0102（直通）
　⑷その他　�自衛隊各駐屯地・各基地等においても
　　　　　　案内をおこなっています。

QＲコードからも
アクセスできます。

た
い
が
…
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴
力
が
ど

の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力
測
定
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　

程　

11
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
2
時
〜　

場　

所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　

�

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対　

象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で 

1
週

間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
F
A
X
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
が
多
い

場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
―

0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

そ
の
他

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

対　

象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

場　

所　

�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　

11
月
29
日
（
月
）

　

�（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い

の
方
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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in
fo

rm
ation

おしらせ

事業主のみなさまへ

労働保険の成立（加入）手続きは 
おすみですか

◇11月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です◇
 
労働保険とは、労災保険と雇用保険の２つを併せた保険のことをいいます。

　労働保険とは、労働（通勤）災害や失業等が発生した際に、保険給付等をおこなうことにより労働
者の福祉の増進を図る制度です。労働保険は政府が管理、運営している強制保険で、原則として、労
働者を一人でも雇っていれば労働保険の適用事業所となり、事業主は成立手続（加入手続）をおこな
わなければなりません。このため、未加入の事業主の方は、次の点にご留意ください。

・�再三の加入勧奨・手続指導にもかかわらず、自
主的に成立手続をおこなわない場合は、最終的
な手段として職権による成立手続および労働保
険料の認定決定がおこなわれます。

・�事業主が成立手続をおこなわない期間中に労働
災害が発生した場合、遡って労働保険料を徴収
されるほか、労災保険給付に要した費用の全部
または一部が費用徴収されます。

問合せ　京都労働局　労働保険徴収課
　　　　　☎075・279・3220
　　　　�または、最寄りの労働基準監督

署・公共職業安定所まで
　　　　京都労働局ホームページ
　　　　　�https:// jsite.mhlw.go.jp/

kyoto - roudoukyoku/
home.html

林業退職金共済制度（林退共）へ加入しませんか
　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方の
ために国が作った退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、従事者の働いた日
数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、
その従事者が林業界をやめたときに林退共から退職
金を支払うという、いわば林業界全体の退職金制度
です。

◯�掛金は、税法上について、法人では損金、個人企
業では必要経費となります。

◯�掛金の一部を国が免除し
ます。

◯�雇用事業主が変わっても
退職金は企業間を通算し
て計算されます。

事業主の皆様へ
・�共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付して下さ

い。
・�共済手帳を所持している従事者が林業界を引退す

るときは、忘れずに退職金を請求するよう指導し
て下さい。

詳しいことは、以下の連絡先へお問い合わせ下さい。
問合せ　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　　　　林業退職金共済事業本部
　　　　（�〒170-8055 

東京都豊島区東池袋1-24-1 
ニッセイ池袋ビル）

　　　　　☎03・6731・2889
　　　　　FAX03・6731・2890
　　　　ホームページでもご案内しております。
　　　　　https://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
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　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　10月の初め、近隣の中学生を迎えた日帰りの茶文
化体験ツアーをおこないました。お茶に親しむ生徒の
はじける笑顔がとても印象的でした。今後の実施体制
にはさまざまな工夫が必要ですが、あらためて、農村

民泊事業が教育にもたらす大きな可能性を感じました。
　現在各地で進んでいる行動制限緩和の実証実験も参
考にしながら、安全な実施体制を作っていきたいと思
います。今後ともご協力お願いします。

農村宿泊体験（農泊）11月号

京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎ 0774・78・3396　担当：湊・吉岡　E-mail：info@chagenkyo.com

informationおしらせ

プラスチック容器包装の出し方
プラスチック容器包装
　出せるもの（一例）：�菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・シャンプー

やリンスの容器・ペットボトルのキャップやラベル
出す時の注意
◎�食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状の汚れは水で洗い流すか新

聞紙等で拭き取ってください。
◎�レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。
◎プラスチック製容器包装ごみは、
　このマークが付いているものが対象です。

　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみ
はリサイクルされ、他のプラスチック製品の素材として生まれ変わってい
ます。
　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中には食品の食べ残し、汚れの
付着、紙・金属類・ペットボトル等の混入が目立っています。この状態で
はリサイクルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを出される際は、容器の汚れを落とす、他
のごみを入れない等、分別を守ってください。

プラスチック容器包装収集日
　笠 置 町　毎週　土曜日（第1土曜日を除く）
　和 束 町　毎週　水・土曜日（第4水曜日を除く）
　南山城村　毎週　木曜日

　

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

分別作業

プラスチック容器包装ごみに混ざ
っていた紙類･ペットボトル類

12
ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏名：匿名希望様　住所：三重県伊勢市　寄付金額：20,000円　　氏名：匿名希望様　住所：大阪市生野区　寄付金額：20,000円



令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
下
げ
ら
れ
ま
す（
第
2
回
）

～
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！
～

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。​

�

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　
�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
2
5
7
・
9
0
0
2
（
電
話
の
み
）

★ Pick UP ★
「星落ちて、なお」

著者 / 澤田 瞳子

　不世出の絵師、河鍋暁斎が死
に、これまで家の中で辛うじて
保たれていた均衡が崩れた。
一門の行末は、娘とよ（暁翠）
の双肩にかかっているのだが…。
激動の時代を生き抜いた暁斎の
娘　女、絵師の一代記

　
「
成
年
」
（
成
人
）
に
な
る
と
「
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
」
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は

済
ま
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
特
に
急
増
し
て
い
る
事
例
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

事
例
①　

�

大
学
の
先
輩
に「
約
50
万
円
の
F
X
自
動
売
買
シ
ス
テ
ム
を
購
入
す
れ
ば
、何

も
し
な
く
て
も
稼
げ
る
」と
、儲
け
話
の
勧
誘
を
受
け
た
。「
高
額
で
払
え
な
い
」

と
断
っ
た
ら
、学
生
ロ
ー
ン
で
借
金
す
る
方
法
を
事
細
か
く
指
示
さ
れ
た
。 

A
：�

❶
安
易
に
借
金
ま
で
し
て
契
約
を
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
❷
断
る
際
は
、

「
お
金
が
な
い
」
で
は
な
く
、
「
い
り
ま
せ
ん
」
「
や
め
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。
❸
使
用
目
的
や
職
業
、
年
収
等
に
つ
い
て
う
そ
を
つ
い
て
借
金
す
る
こ

と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

 

事
例
②　
フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
購
入
し
た
ブ
ラ
ン
ド
品
が
偽
物
だ
っ
た
。 

A
：�

❶
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
は
個
人
同
士
の
取
引
で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
は
当
事
者
間
で

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
❷
利
用
規
約
等
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
行
為
は
絶
対
に
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
❸
取
引
相
手
の
評

価
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
、
出
品
物
の
写
真
や
説
明
は
よ
く
確
認
し
画
面
は
保
存

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

事
例
③　

�

お
試
し
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
サ
ロ
ン
に
行
き
、
高
額
な
コ
ー
ス
を
勧
め
ら

れ
て
契
約
さ
せ
ら
れ
、
施
術
中
に
次
々
に
契
約
を
勧
め
ら
れ
た
り
、
突
然
閉

店
に
な
り
、
別
の
サ
ロ
ン
に
移
さ
れ
た
。 

A
：�

❶
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
契
約
前
に
書
面
の
内
容
〈
施
術
内
容
、
単
価
、
回

数
、
金
額
、
期
間
な
ど
）
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
❷
断
る
際
は
、
「
や
め
ま

す
」
と
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

�

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
8
月
に
消
費
者
庁 

L
I
N
E 

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
消
費
者
庁 

若
者
ナ
ビ
！
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
星落ちて、なお 澤田 瞳子
たまごの旅人 近藤 史恵
テスカトリポカ 佐藤　究

児童書
もしものくに 馬場 のぼる
りぼんちゃん 村上 雅郁
キケンな修学旅行 ジェニファー・キリック

和　　束

一般書

九十八歳。
戦いやまず日は暮れず 佐藤 愛子

みとりねこ 有川 ひろ
農家が教えるゆずづくし 農山漁村文化協会

児童書

めんぼうず かねこ まき
宿題ファイター よしなが こうたく
水族館
いきものとひとのいちにち ほりかわ あやこ

南山城村

一般書
高瀬庄左衛門御留書 砂原 浩太朗
銀の夜 角田 光代
生活習慣病克服プログラム 横山 啓太郎

児童書

せんろをまもるドクターイエロー 鎌田　歩
わんぱくだんの
りゅうぐうじょう 末松 茂樹

チャレンジミッケ!　2 ウォルター・ウィック
☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

図書室の連絡先
　笠置町図書室� ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室� ☎0774・78・4013
　南山城村図書室� ☎0743・93・0522

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内

日　時　11月28日（日）午前10時30分～
場　所　和束町体験交流センター ホール

●貸出日が増えます
　秋の読書週間中（10月27日（水）～11月９日（火））は、
通常閲覧日である木曜日も貸出日となります。

南山城村図書室より
お知らせ
●�2021年上半期直木賞・芥川賞の入賞作、

候補作なども所蔵しています。
●所蔵点検にともなう休室のお知らせ
　図書整理のため、下記の期間休室します。
　期間：11月１日（月）～11月６日（土）
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ベストショットまち＊むら 笠置町

　今年も11月１日（月）〜30日（火）まで『笠
置山もみじ公園』で夜間ライトアップをおこない
ます。時間は午後５時〜９時までです。
　国の史跡および名勝に指定されている笠置山。
1300年の歴史を持つ笠置山境内にある「もみじ
公園」はもみじの絨毯が広がる人気のスポットで
す。場内はモミジやカエデなどの落ち葉が美しく、
ハイキングや散策にも最適です。

笠置山もみじ公園
ライトアップ

笠置町

人口・世帯数
（令和３年10月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口	 3,712人　
世帯数	 1,700世帯

（減10）
（減1）

人　口	 1,213人　
世帯数	   619世帯

（0）
（減3）

人　口	 2,570人　
世帯数	 1,214世帯

（減1）
（0）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

　笠置山ハイキングコースをのぼって
いくと歴史ある場所へたどり着きます。
　1331年（元弘元年）、鎌倉幕府を
倒そうとする後醍醐天皇と北条幕府軍
は笠置山を舞台に元弘の乱を繰り広げ
ました。攻撃を仕掛ける北条幕府軍が
一の木戸「仁王門」前で天皇方を見上
げると、上から三河国の足助次郎重範
が弓で矢を放ち、幕府軍の敵将荒尾九
郎・弥五郎の兄弟を倒した場所です。
　笠置駅前のモニュメントは、その時
の戦の様子を表しています。

一の木戸跡

まち・
� むら

※実施期間については新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、休止および期間変更をする場合があります。


